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９
月
28
日
、
音
別
町
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
特

設
会
場
に
て
「
２
０
２
５
北
の
ビ
ー
ナ
ス
Ｂ

Ｂ
Ｑ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
音
白

支
部
が
牛
乳
の
無
料
試
飲
を
行
い
ま
し
た
。

　
音
別
地
区
の
秋
を
盛
り
上
げ
る
恒
例
行
事

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、

今
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
最
後
を
惜
し
む
多
く
の
来
場
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
出
店
が
並
び
、
焼
き
台
と
網
が

設
置
さ
れ
、
来
場
客
は
そ
の
場
で
お
肉
を
購

入
し
家
族
や
友
人
達
と
思
い
思
い
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
目
玉
企
画

と
し
て
、
牛
ブ
ロ
ッ
ク
肉
丸
焼
き
の
無
料
提

供
も
あ
り
、恒
例
の
「
し
い
カ
ツ
バ
ー
ガ
ー
」

早
食
い
競
争
や
抽
選
会
等
も
行
わ
れ
、
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
青
年
部
は
、
北
海
道
根
釧
よ
つ
葉
牛
乳
の

無
料
試
飲
と
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
を
行
い
、

訪
れ
た
家
族
連
れ
の
方
等
に
次
々
と
手
渡
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
子
供
達
に
は
、
牛
乳
に

ミ
ル
キ
ー
シ
ッ
プ
も
添
え
て
提
供
す
る
と

「
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
嬉

し
そ
う
に
飲
ん
で
い
ま
し
た
。「
も
う
一
杯

い
い
で
す
か
？
」
と
、
お
か
わ
り
を
求
め
る

声
も
上
が
る
ほ
ど
好
評
で
、
準
備
し
た
牛
乳

30
本
は
全
て
な
く
な
り
ま
し
た
。部
員
達
も
、

多
く
の
方
々
と
交
流
し
牛
乳
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
た
こ
と
に
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

秋季地区懇談会　開催秋季地区懇談会　開催

「2025 北のビーナスBBQまつり」にて牛乳無料試飲　実施「2025 北のビーナスBBQまつり」にて牛乳無料試飲　実施

　
10
月
20
・
21
日
の
両
日
、
令
和
７
年
度
秋
季
地
区
懇
談
会
を
音

別
事
務
所
・
幌
呂
事
務
所
の
２
会
場
で
開
催
し
、「
最
近
の
酪
農
・

畜
産
情
勢
」「
令
和
７
年
度
更
正
計
画
」「
購
買
事
業
（
生
活
店
舗
）

の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ご
出
席
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
か
ら
は
、
今
後
の
酪
農
や

農
協
事
業
運
営
、
９
月
の
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
支
援
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
談
会
で
寄
せ
ら
れ

た
貴
重
な
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
事
業
運
営
へ
活

か
す
と
と
も
に
災
害
支
援
対
策
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
最
後
に
、
時
節
柄
ご
多
用
の
中
、
ご
出
席
・
ご
意
見
等
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

音別会場

幌呂会場
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10
月
７
日
、
鶴
居
村
の
「
丘

の
上
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ 

ハ
ー

ト
ン
ツ
リ
ー
」
に
て
、
女
性
部

の
部
員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
部
員
11
名
、
よ
つ
葉
乳

業（
株
）１
名
、
営
農
部
職
員
４

名
が
参
加
し
、
本
格
的
な
石
窯

で
の
ピ
ザ
作
り
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
部
員
に
と
っ

て
、
石
窯
で
の
ピ
ザ
作
り
は
初

め
て
の
体
験
。
ハ
ー
ト
ン
ツ

リ
ー
の
、
服
部 

大
地
シ
ェ
フ

か
ら
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、
生
地
の
伸
ば
し
方
や
ト
ッ

ピ
ン
グ
の
コ
ツ
な
ど
プ
ロ
の
技

を
学
び
ま
し
た
。

　

部
員
達
は
思
い
思
い
に
、

ハ
ー
ト
ン
ツ
リ
ー
自
家
製
の
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
と
ハ
ム
、
バ
ジ
ル

ソ
ー
ス
、
そ
し
て
鶴
居
チ
ー
ズ

な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、
慎
重

に
ピ
ザ
を
石
窯
に
入
れ
て
い
ま

し
た
。
石
窯
で
焼
き
上
が
る
香

ば
し
い
匂
い
に
包
ま
れ
る
と
、

自
然
と
会
話
も
弾
み
出
来
上
が

り
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
し

た
。

　
焼
き
上
が
る
と
、
早
速
試
食

を
す
る
方
や
、
自
宅
へ
持
ち
帰

る
た
め
の
ピ
ザ
箱
に
詰
め
、
箱

に
自
分
の
好
き
な
絵
を
描
い
て

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
宅
配
ピ
ザ
」を
作
っ

た
り
す
る
方
も
。
創
造
力
が
発

揮
さ
れ
た
、
様
々
な
デ
ザ
イ
ン

の
宅
配
ピ
ザ
が
並
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
昼
食
会
で
は
、ハ
ー

ト
ン
ツ
リ
ー
の
お
い
し
い
料
理

を
囲
み
な
が
ら
、
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
絆
を
よ
り

一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

女性部　部員交流会でピザ作りを体験

楽しいひとときでした♪

おいしそう
です♥
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10
月
15
・
16
日
の
両
日
、
Ａ
コ
ー
プ
鶴
居
店
に
て
、
鶴
居
中
学
校
２
年

生
２
名
の
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
開
店
前
の
準
備
と
鮮
魚
部
門
で
の
職
場
体
験
を
実
施
。
魚
の

パ
ッ
ク
詰
め
や
陳
列
な
ど
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
普
段
の
買
い
物
で

は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
な
い
「
お
店
の
裏
側
の
仕
事
」
に
真
剣
に
取
り

組
む
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
最
初
は
少
し
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
笑
顔
も
見
ら
れ
、
作
業
に
も
自
信
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
体
験
を
通
し
て
「
働
く
こ
と
の
大
変
さ
」
を
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う
で

す
。
こ
の
体
験
が
社
会
に
出
る
第
一
歩
と
し
て
貴
重
な
学
び
の
機
会
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
10
月
19
日
、
釧
路
公
立
大
学
で
開

催
さ
れ
た
「
Ｋ
．
Ｐ
．
Ｕ
．
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
５
」
に
て
、
青
年
部
鶴
居

支
部
が
牛
乳
の
無
料
配
布
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
鶴
居

村
産
学
官
連
携
事
業
と
し
て
、
地
方

創
成
を
テ
ー
マ
に
大
学
生
等
の
若
い

世
代
と
の
交
流
を
目
的
に
、
村
と
協

力
し
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
立
大
学
の
学
園
祭
と
し
て
の
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
学
生
だ
け
で
は

な
く
、
一
般
の
親
子
連
れ
の
方
や
年

配
の
方
ま
で
幅
広
い
層
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
午
前
11
時
よ
り
無
料
配
布
を
行
い

ま
し
た
が
、
２
０
０
本
用
意
し
た
特

選
よ
つ
葉
牛
乳
（
２
０
０
㎖
）
は
わ

ず
か
30
分
ほ
ど
で
無
く
な
り
、
改
め

て
牛
乳
の
人
気
の
高
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
受
け
取
っ
た
方
の
中
に
は
、

そ
の
場
で
飲
ま
れ
る
方
も
お
り
、「
久

し
ぶ
り
に
牛
乳
を
飲
ん
だ
」「
お
い

し
い
！
」
な
ど
嬉
し
い
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
で
は
牛
乳
の
配
布
の
他
に

鶴
居
村
の
チ
ー
ズ
と
標
茶
の
牛
肉
を

使
っ
た
メ
ン
チ
カ
ツ
の「
ぎ
ゅ
っ
ち
」

も
販
売
さ
れ
て
い
て
、
こ
ち
ら
も
大

好
評
で
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

牛
乳
・
乳
製
品
の
魅
力
を
広
め
、
消

費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

釧路公立大にて牛乳無料配布　実施釧路公立大にて牛乳無料配布　実施

中学生の職場体験学習　受け入れ中学生の職場体験学習　受け入れ

おいしいよ～

ドキドキ･･･

感想をいただきました！ありがとうございます☺
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10
月
15
日
、
鶴
居
事
務
所
敷
地
内
に
て
青
年
部
と

若
手
職
員
に
よ
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐 

大
地 

青
年
部
部
長
よ

り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
青
年
部
８
名
、
若
手
職

員
７
名
、
五
十
嵐
専
務
、
営
農
部
職
員
４
名
の
計
20

名
が
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
「
モ
ル
ッ
ク
大
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
で
２
回
目
と
な
る
本
交
流
会
で
は
、
モ
ル
ッ

ク
経
験
者
が
初
め
て
の
参
加
者
に
コ
ツ
を
教
え
る
場

面
も
見
ら
れ
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し

む
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
思
い
通
り
に
ス
キ
ッ
ト

ル
を
倒
せ
な
い
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ

が
モ
ル
ッ
ク
の
奥
深
さ
で
あ
り
魅
力
の
ひ
と
つ
。
プ

レ
ー
の
た
び
に
拍
手
や
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
事
務

所
裏
の
焼
肉
小
屋
に
移

動
し
、
焼
肉
を
囲
み
な

が
ら
懇
親
会
を
開
催
。
モ

ル
ッ
ク
大
会
の
表
彰
式

も
行
わ
れ
、
健
闘
を
称

え
合
い
ま
し
た
。
終
始

笑
顔
と
会
話
の
絶
え
な

い
賑
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
、
交
流
が
深

ま
っ
た
と
て
も
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
、
第
64

回
鶴
居
村
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
村

民
の
積
極
的
な
健

康
づ
く
り
を
目
的

に
、
鶴
居
村
教
育
委

員
会
の
主
催
で
毎

年
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
秋
晴
れ

の
心
地
よ

い
気
温
の

中
、
午
前

10
時
に
幌

呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前

を
ス
タ
ー
ト
。
村
営
野
球
場
ま

で
の
全
長
18
．36
㎞
を
、
５
区

間
に
分
け
て
熱
い
レ
ー
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
は
10
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
優
勝
は
「
鶴
居
中
学
校
陸
上
競
技
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
」
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
１
チ
ー
ム
が
出
場
。
本
店
金
融

課
の
栗
原
さ
ん
は
、
３
年
連
続
で
女
子
区
間
ラ
ッ

プ
賞
に
輝
く
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
チ
ー
ム
と

し
て
の
順
位
は
優
勝
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
完
走
し
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
達
成
感
に
満
ち

た
清
々
し
い
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
！

青年部員とＪＡ若手職員との交流会　開催青年部員とＪＡ若手職員との交流会　開催

第６４回 鶴居村駅伝大会　出場第６４回 鶴居村駅伝大会　出場

おめ
でとうございます

ＪAくしろ丹頂青年部・若手職員との交流会　モルック大会結果

順位 チーム メンバー
優勝 Eチーム 中川・福澤・下川原
準優勝 Cチーム 北村・五十嵐・大橋
３位 Fチーム 五十嵐・春日・髙野
４位 Aチーム 菊地・前島・高嶋・西塚
５位 Bチーム 橋村・筥嵜・大谷・宮下
６位 Dチーム 千葉・栗原・坂上

《優勝・準優勝・３位決定戦》
対戦
相手 Cチーム vs Eチーム vs Fチーム

スコア 37 50 失格

《４位・５位・６位決定戦》
対戦
相手 Aチーム vs Bチーム vs Dチーム

スコア 50 44 失格



労働力が不足している方
育成牛の飼養スペースが足りない方 哺育育成センターに預託しませんか！
・３日齢から受入しています。なお、受入頭数に余裕がある場合は、育成牛の受入や預託期間を延長出来ます。（要協議）
・新規で預託する場合、「鶴居哺育育成センター互助会」に加入して頂きます。（互助会費は入牧頭数1頭につき1,000円）

令和７年10月２０日現在飼養頭数
区分 収容可能頭数 在場頭数 受入可能頭数

導入舎 70 頭 54 頭 16 頭
哺育舎 80 頭 75 頭 5 頭
3・6舎 150 頭 92 頭 58 頭
7・8舎 100 頭 82 頭 18 頭

合計 400 頭 303 頭 97 頭

預託料金（１日当たり）

預託牛受入に関するお願い

預託農家の皆様、NOSAI、哺育育成センター間の情
報共有のため、預託を希望される牛に治療歴・薬歴
等がある場合、事前に申告下さいますようお願い致
します。

９月は38頭の退場に対しまして、35頭の入
場があり在場頭数は３頭の減少となりました。
引き続き、組合員の皆様からのお電話をお待
ちしています。

モーっと友達が
欲しいな

畜産生産部販売課　
TEL：0154-65-2314

鶴居哺育育成センター　
TEL：0154-64-2260

お問い合わせ先

０日齢～ ６０日齢 税抜８７０円（税込９５７円）

６１日齢～１５０日齢 税抜６７０円（税込７３７円）

１５１日齢～２４０日齢 税抜６５０円（税込７１５円）

２４１日齢～ 税抜６５０円（税込７１５円）
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発砲消毒、石灰塗布後（右から導入舎・病畜舎・ハッチＤ型舎）

ハッチＤ型舎の石灰塗布 導入舎の発砲消毒

　10月15日に(株)ＺＥＯに依頼
し、導入舎・病畜舎・ハッチＤ型舎
の発砲消毒及び石灰塗布を実施し
ました。次年度以降、哺育舎等ほ
かの畜舎でも実施する予定として
おり、計画的な実施による飼養環
境整備及び防疫対策に努めて参り
ます。

哺育育成センターにて防疫対策を実施しました。



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
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シリーズ｢自給飼料の有効活用｣第３弾 

自給粗飼料の品質に応じた飼料給与 

 粗飼料（サイレージ）品質の違いにより、搾乳牛の採食量と乳量は変動します。良質な粗飼料を確

保して購入飼料費を抑える方法、異常気象による粗飼料品質の変化について確認してください。 
 

１ 良質な自給粗飼料を確保する 

 実際の粗飼料分析値をもとに、２通りの搾乳牛の飼料設計（例）を比較してみました。 

〔主な成分（乾物中）〕 

1番草細切サイレージ   

① NDF80.8％ CP10.6％  

② NDF64.5％ CP11.4％  

とうもろこしサイレージ  

① NDF55.2％ デンプン 18.5％ 

② NDF37.8％ デンプン 35.2％ 

 

 

 上記の例であれば、消化性の良い粗飼料を使用するとビートパルプの削減、デンプン量の多いと

うもろこしサイレージを使用すると圧ペンとうもろこしの削減が可能になります。 

〈 良質な自給粗飼料確保のポイント 〉 

牧牧草草ササイイレレーージジ     ● 刈り遅れを防ぎ、雑草を減らして消化しやすいセンイの確保を 

             ● クローバ等マメ科牧草を適度に混播してタンパクの確保を 

ととううももろろここししササイイレレーージジ ● 黄熟期に収穫しデンプン収量の向上を 
 

２ 異常気象による粗飼料品質の変化（注意点）について 

  ここ数年で見受けられる粗飼料の変化について記載しました。該当する点があればご注意下さい。 

（１）とうもろこしサイレージのデンプン消化率の低下に注意 

気温が高く、とうもろこしの登熟が想定以上に進んだため、子実 

が硬く、未消化の粒が搾乳牛の糞中に目立っているのが散見されま  

す。乳成分のMUNが想定以上に高い場合、圧ペンとうもろこしを 

増量するなどエネルギーの補給をする必要があります。 

  平年より暑い年は収穫を早めるとともに、黄熟初期～中期に収穫 

することでデンプン消化率は向上します。 

（２）２番草の栄養成分の低下に注意 

今年は 6月中旬から 7月中旬まで少雨傾向だったため、チモシー 

２番草の生育が緩慢になっています。そのため、競合する雑草が生 

育し雑草繁茂の目立つ草地が散見されます。2番草を給与する場合、 

エネルギーの充足率に注意するとともに、草地でチモシーが衰退し 

た場合は追播の実施も検討してください。 

 

良質な自給粗飼料を生産して、乳牛の健康と産乳性を高めましょう。 

普及センター

HPはこちら 

CPM Dairyにて設定乳量 35kgで計算。乾物摂取量、peNDF摂取量など同一条件の場合。 
※実際の採食量は個体や環境の違い等で異なります。使用している飼料はあくまでも一例です。 

糞中の未消化とうもろこし 

雑草が繁茂した草地 

粗飼料の品質

飼料名 乾物量（kg） 合計（kg） 乾物量（kg） 合計（kg）

1番草サイレージ
（チモシー主体混播）

4.2 6.7 14.0

とうもろこしサイレージ 6.0 7.3 〔＋3.8kg〕

配合飼料（CP20％） 7.0 7.0

圧ペンとうもろこし 2.8 0.4 10.1

ビートパルプ 3.7 1.8 〔－3.8ｋｇ〕

バイパスタンパク 0.4 0.8

24.1 ー 24.1 ー合計（１頭あたり）

②消化性○、栄養価○①消化性△、栄養価△

自
給
飼
料

10.2

購
入
飼
料

13.9
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　日曜日 　月曜日 　火曜日 　水曜日 　木曜日 　金曜日 　土曜日

・・・ 01 02 03 04 05 06
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
07 08 09 10 11 12 13

幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

14 15 16 17 18 19 20
幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
21 22 23 24 25 26 27

幌呂取次センター 音別取次センター 幌呂・音別
営業日 営業日 臨時営業します。

28 29 30 31 ・・・ ・・・ ・・・

　日曜日 　月曜日 　火曜日 　水曜日 　木曜日 　金曜日 　土曜日

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 01 02 03
 元　日

04 05 06 07 08 09 10

11 12 13 14 15 16 17
　成人の日 幌呂取次センター 音別取次センター

営業日 営業日
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22 23 24 25 26 27 28

 天皇誕生日 幌呂取次センター 音別取次センター
営業日 営業日

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

営業時間　午前１０時～午後３時まで。（12時から1時間お休みいたします）

2026 2月

2026 1月

2025 12月

幌幌呂呂・・音音別別「「取取次次セセンンタターー」」営営業業日日カカレレンンダダーー
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農協法公布記念日にあたっての
　　　組合員・役職員へのメッセージ

　昭昭和22年11月19日に農業協同組合法が公布されてから78年が経過しました。

　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織を通じて農業生産力の向上と農業者の

地位向上を図り、国民経済の発展に寄与することを目的に制定されたこの法律により、

農業協同組合が誕生しました。

　農業協同組合は「農業者による農業者のための組織」として、自主・自立、民主的運

営を基本に、相互扶助の精神のもと、組合員の営農と生活の安定、地域社会の発展に貢

献してきました。

　一方、現在、農業・農村を取り巻く環境は大きな変革期を迎えています。気候変動に

よる猛暑や豪雨、円安による資材高騰、国際的な食料需給の不安定化などが農業経営に

影響を与えています。

　昨年、農政の憲法とも言われる食料・農業・農村基本法の改正により、国民一人一人

の食料安全保障の確保と環境と調和のとれた食料システムが基本理念として位置付けら

れ、世界的な食料需給の不安定化による輸入リスクの増大、環境問題への対応など、日

本の農政は大きな転換点を迎えています。

　ＪＡグループ北海道は、改正基本法に基づく農業構造転換対策の予算確保、食料安全

保障の強化、持続可能な北海道農業の確立に向けて、組合員の声を国政に届ける活動を

継続しています。

　国連は、持続可能な生産と消費、食料安全保障、気候変動対策、地域の人々への医療・

福祉、働きがいのある人間らしい仕事の創出、すべての人が参加できる社会づくりなど、

さまざまな分野で持続可能な開発目標（SDGs）に貢献している協同組合を評価し、そ

の認知の向上と協同組合の振興のために、2025年を国際協同組合年に定めました。

　この国際協同組合年を契機に、協同組合の力を再認識し、地域課題の解決と安心で豊

かな未来の創造を目指しましょう。

　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、組合員との対話活動を一層強化し、協同

組合の理念と精神を組織結集力につなげ、今後とも組合員の皆様が夢と希望を持って営

農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業とＪＡの発展に全力でサポートする

ことをお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッセージと致します。

北海道農業協同組合中央会

代表理事会長　樽　井　　　功
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牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ

作り方

材料（２人分）
バナメイエビ…………………………………… 4～6尾
ウインナー…………………………………………… 4本
シメジ………………………………………… 1/2パック
ホウレンソウ……………………………………… 1/3束
ブロッコリー……………………………………… 1/3株
ジャガイモ…………………………………………… 1個
モッツァレラチーズ………………………………… 30g
豚ばら薄切り肉…………………………………… 100g
ピザ用チーズ………………………………………… 50g

Ａ　牛乳……………………………………………400ml　　コンソメ（顆粒〈かりゅう〉）…………… 小さじ2
粗びき黒こしょう…………………………………… 適量

①バナメイエビは背ワタを取り除き、殻をむ
く。ウインナーは斜めに切り込みを入れ
る。シメジは石突きを取って手でほぐす。
ホウレンソウは5cm幅に切る。ブロッコ
リーは茎を切り落とし、小房に分ける。
ジャガイモは皮をむき、小さめの乱切りにする。モッツァレラチーズは3～5mm幅の薄切りにする。

②鍋にAを入れて軽く混ぜ、中央を空けるようにして、①のモッツァレラチーズ以外の具材と豚ばら薄切
り肉を入れる。

③中央にピザ用チーズ、モッツァレラチーズを入れ、粗びき黒こしょうを振ったらふたをし、弱めの中火
でジャガイモに竹串がすっと通るまでじっくりと加熱する。

チーズがとろ～り

洋風ミルクチーズ鍋

ヒロコ

やっぱりお米が好き

つぶやきコーナー

タロ

のん

うりぼー



14

今月の今月のあたまの体操あたまの体操
正解者３名に

牛乳券200円×10枚
をプレゼント!!

なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》
左下の部分を鶴居事務所 管理課へ
FAX（0154-64-2315）をいただくか、
切り取っていただき各事務所へ提出してください。

《締め切り》
　2025年11月25日まで
　当選者の発表は12月号にて発表します。
　�プレゼントのお渡しは発送とさせていただきます。
※プレゼントをお受取りいただけなかった場合、再送はい
たしかねますので、あらかじめご了承ください。

A B C D E

11月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

今回の答えは12月号に掲載するよっ！！

1 2 7 10 12
10月号
の答え

まっちゃん さん・タロ さん・
やっぱりお米が好き さん

おめでとうございます!! 10月号の当選者

１　�木になっている栗
がない

２　山が見える
７　�ドアにケーキの絵

が描かれていない
10　�ケーキの上に栗が

ない
12　�チョコが水筒に変

わっているククロスロスワワードードパパズルズル

ヨコのカギ

タテのカギ

１　育つこと。七五三は子どもの――を祝う行事です
２　――果敢に若武者が戦う
３　江戸時代のタクシーです
４　秋の山を彩ります
６　「豚」の音読み。――カツ
９　金属の輪を長くつないで作ります
11　旅先の体験を書き綴ったもの
13　平安貴族の乗り物。モーと鳴く動物が引きます
15　よく晴れた日の、夕日の色といえば
17　佐渡島にはこの鳥の保護センターがあります
19　ギターに張ります

２　川辺や海岸で見られる冬鳥。東京都民の鳥です
５　熱海と並んで有名な、伊豆半島東部の温泉地
７　分別して出します
８　雄弁は銀、――は金
10　陶器よりも高い温度で焼きます
12　耳の長い動物
14　天高く――肥ゆる秋
16　暦の上ではこの日から冬
18　櫛（くし）の材料によいとされる木
20　『源氏物語』の作者は紫――です
21　SLとも呼ばれる蒸気――

どなたでも応募できますのでたくさんの応募お待ちしております。

キ
リ
ト
リ

ククロスロスワワードードパパズルズルににチチャレンジャレンジ‼‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
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ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□�霜もおりて、すっかり涼しくなって一気に秋というより冬に近づいてきました。

　タイヤ交換や衣替えなどそろそろ冬の支度をする季節ですね。

　暖かい服装で無理せず健康に怪我無くすごしてください。（田村）

■令和７年度 　生乳生産実績（９月）
月計乳量（kg） 同月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,876,317.6 101.7 56,622,258.7 105.5
鶴 居 地 区 3,390,680.0 98.6 21,651,478.8 104.3
幌 呂 地 区 2,719,252.0 106.0 16,990,342.6 108.3
白 糠 地 区 1,649,110.0 104.1 10,490,837.5 107.1
音 別 地 区 1,117,275.6 98.3 7,489,599.8 101.1

管 内 計 42,879,905.7 102.2 271,179,734.1 103.7
（前年度管内計） 41,954,698.2 261,398,503.6

理　事　会　報　告
９月定例理事会　令和７年９月30日（火曜日）
報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．８月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．委託内部監査の報告について
６．無通告監査の実施報告について
７．�令和７年度マネロン対策に係る取組状況の報告に

ついて（上期）
８．理事に対する資金の貸付報告について

付議事項　�
議案第１号　�令和７年度（第２四半期）にかかる監事

監査の結果について
議案第２号　�みのり監査法人期中監査Ⅰ経過概要の結

果について 　　

議案第３号　融資の承認について
議案第４号　諸規程の一部変更について
議案第５号　固定資産の取得について
議案第６号　理事と組合との契約承認について
議案第７号　令和７年度下期更正計画の承認について
議案第８号　役員体制検討委員会への付託について

その他協議事項　�
１．秋季地区懇談会の開催について
２．�購買事業（生活店舗）の現状と今後の方向性につ
いて

３．役員道内視察研修の実施について
４．当面の業務日程について
５．その他

お　詫　び
vol.216 10月号の２ページ目の

「令和７年度　釧路ホルスタイン共進会」
の記事に誤りがありました

管内６JAからの出品頭数
誤＝142頭　正＝71頭 ご迷惑をおかけしたことを

お詫び申し上げます。当JAからの出品頭数
誤＝57頭　正＝25頭

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

橘田　壮則 購買部 音別・白糠購買課 資材・生活白糠店係 購買部 鶴居・幌呂購買課 資材幌呂店係兼生活幌呂店係

小野村　大 購買部 音別・白糠購買課 資材音別店係 購買部 音別・白糠購買課 資材・生活白糠店係

若狭　幸男 購買部 音別・白糠購買課 資材音別店係長兼生活音別店係長 購買部 音別・白糠購買課 資材音別店係長

（令和７年11月１日付）


